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最初は，月 日であり，その後 月 日，日，月 日，日，日，日，月
日に発生し，幾つかのケースは月日の時と同様，帯の変動を伴っているもの
もある（図中の“”）．顕著な“短周期”変動のある時期を枠で囲んである．これらは，
例外なく火山の活動の半日，あるいは一日前に発生し，マグマの移動に伴う強い地下間
隙水の変動の存在を示唆している．月の大規模噴火活動のあった時期には，変動も大きい．
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―４０―
防災科学技術研究所研究報告　第号　年月
 伊豆大島温泉ホテルにおける鉛直帯の信号強度（）（年月～年月）．
三宅島の火山活動が近づくにつれて強度が大きくなっている．
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伊豆大島－伊東間海底ケーブルによる電界変動観測―藤縄ほか
―４１―
 海底ケーブルを用いたアンテナによる一か月の電場観測記録（年月）．
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―４２―
防災科学技術研究所研究報告　第号　年月
 海底ケーブルを用いたアンテナによる一か月の電場観測記録（年月）．日まで
は，欠測．
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伊豆大島－伊東間海底ケーブルによる電界変動観測―藤縄ほか
―４３―
 海底ケーブルを用いたアンテナによる一か月の電場観測記録（年月）．月日
にやや大きな変動が現れている．月日からは，欠測．
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―４４―
防災科学技術研究所研究報告　第号　年月
 海底ケーブルを用いたアンテナによる一か月の電場観測記録（年月）．月日
などのマイナス側のフルスケールは，記録部分の不具合と思われる．月日から
日は，欠測．
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伊豆大島－伊東間海底ケーブルによる電界変動観測―藤縄ほか
―４５―
 海底ケーブルを用いたアンテナによる一か月の電場観測記録（年月）．月日
夕方に三宅島で火山活動に伴う大きな傾斜変動が検知された（参照）．月日頃
から，変動が大きくなる傾向が見られる．
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防災科学技術研究所研究報告　第号　年月
 海底ケーブルを用いたアンテナによる一か月の電場観測記録（年月）．月日
に三宅島で顕著な火山活動があった（図中の“”）が，その時期に，大きな電界
変動が検知されている．さらに，日頃から，パルス状の高周波成分の変動が現れた．
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伊豆大島－伊東間海底ケーブルによる電界変動観測―藤縄ほか
―４７―
 海底ケーブルを用いたアンテナによる一か月の電場観測記録（年月）．三宅島で
火山活動が最も活発な時期の記録である（図中の“”）．月日の大規模な噴火
を境に，それまで発生していたパルス状の高周波成分の変動が大きく減少した．
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―４８―
防災科学技術研究所研究報告　第号　年月
 海底ケーブルを用いたアンテナによる電場観測記録おける鉛直帯の信号強度（）
（年月～年月）．三宅島の火山活動が近づくにつれて強度が大きくなって
いる．
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伊豆大島－伊東間海底ケーブルによる電界変動観測―藤縄ほか
―４９―
　例外は，月日の数時間続く大きな変動である．こ
の日一日の記録をに示す，時頃から時間あまり
異常変動が続いた，伊豆大島における他のつの計測に
も同じように現れている．帯の記録には現れて
いなく，落雷時の記録（）と比較して雷活動起
源ではないと判定できる．
　海底ケーブルデータでは，月末まで月日に顕著な
異常が検出された以外は殆ど平穏状態であった．三宅島
の活動が日，日の一応のピークを終えた時期から
振幅がやや大きくなり，月日，日にこれまでで
最大の変動が記録されている（）．海底ケーブルに
現れた午前時前後の変動は，水平成分にも現れている
（）が，水平成分が大きい変動を示す午後の時間
帯には，対応する変動は海底ケーブルの方に顕著には見
えない．ここまでは，主として，帯の変動につき記
述してきたが，帯の変動も月日前後では，平穏
時とは比べ物にならない大きさとなる（）．
　電界の変動の強度分布が地域的に大きな非一様性を有
する原因については，既にある程度その原因の見通しが
得られ（，），測定点と発生源周辺の
比抵抗分布および発生源の分布の非一様性に原因を求め
ることができる．このような知見及び月日の例から
類推すると伊豆大島温泉ホテル側のセンサーは，二つ以
上のソースからの変動を検出し，一つは海底ケーブル付
設領域と連結しており，一つは連結していないものと推
測される．
　マグマ活動の推移から言えば，この月日の異常の
存在は，マグマの活動が，月日以後伊豆大島北部に
達し，月日，日にかなり大がかりなマグマ活動
が伊豆大島西から伊東市にかけてあったと推測される．
陸揚げ地点でのアース電位の変動の影響とも考えられる
が，島内のネットワーク観測ネットの記録（長尾，
私信）との比較からその影響は大きくなかったと推測さ
れる．それ以後，このような大きな変動は現れなく，こ
の海域下でのマグマに関連した熱水循環は活発なもので
はなかったと推測される．ただし，の月日以降
に現れているように，帯では，パルス状の変動が頻
発しており，平穏時とは明らかに様子が異なっており，
小規模ながら熱水活動が存在している兆候（
，，）がある．には，月日のモ
ニター記録の一部を載せる．帯の変動が，顕著に見
られる．これに対して，には，温泉ホテルでの記
録を載せるが，ほとんど同じような帯の変動は観
測されず，本変動が，海底で発生したことがわかる．
 月日午前時ごろ，やや大きな，帯の異常信号が検出された．このような
変動が検出されたのは，観測以来初めてである．
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 同じ日の伊豆大島温泉ホテル構内での水平成分変動記録．午前中の変動は海底での記
録と良い相関があるが，午後に見える異常変動は，三宅島の火山活動に連動して発生
していると考えているものであり，両者の発生源は異なるものと考えられる．前者は
単成火山群の周辺，後者は三原山周辺と推測される．この日には，伊豆大島島内
（）では，顕著な変動が検出され，これは三宅島活動に連動している．しかし，海
底観測データには現れていない．
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 月日午前には，非常に大きな，帯の異常信号が検出された．これは，伊
豆大島近辺でもマグマが，特に単成火山群の下で活発化したことによると思われる．
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伊豆大島－伊東間海底ケーブルによる電界変動観測―藤縄ほか
―５１―
 海底ケーブルを用いたアンテナによる帯の一か月の電場観測記録（年月）．
帯で月日に大きな変動があったが（）帯域でも，大きな電界変動が
検知されている．
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―５２―
防災科学技術研究所研究報告　第号　年月
 海底電場記録で月日のもの．帯に顕著なパルス状変動があり，又帯にも
対応する変動が見られる．この種の変動は，三宅島火山活動のピークの時にのみ見ら
れ，熱水の状態がマグマの接近によって変動したことによると考えている．
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 海底ケーブルアンテナによる異常時の際の伊豆大島温泉ホテル構内での水平成分変動
記録（年月日）．帯に顕著なパルス状変動は，観測されていない．
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伊豆大島－伊東間海底ケーブルによる電界変動観測―藤縄ほか
―５３―

　現システムでは，アンテナのどの部分で電界強度の異
常があったかを知る手だてはない．アンテナは海底部分
が，陸上部分があるので，本アンテナに現れ
た月日の異常電界変動が，海底部におけるものかど
うかについて検討してみる．検討の対象を周波数帯
～の成分とし，その中間の周波数として，
代表的にとする．アンテナは，長さが波長に比べ
てはるかに小さく，微少ダイポールと考えられるので，
実効長は，
＝ （）
となる．海底の電気的性質として，比誘電率ε＝，電
気伝導度σ＝，とすれば，海底部における
の周波数の変動電磁界の浸透深度δは，
δ≒ （）
となり，海底下地殻で発生する電界は，アンテナ全長で
検知されるとする．一方，屋外線が敷設されている陸上
マンホールでの電界を，簡単のため，地表での値
≒（地表） （）
と近似する．
　伊豆大島における	
観測ネット（上嶋・長
尾，私信）では，年月日に，元町・波浮間の
ダイポールでという大きな変動が現れている．
このことから，伊豆大島周辺には，この日にこれまでと
は異なった電場変動があったことは確かである．一方，
元町から約東の伊豆大島温泉ホテル（以下，
）では，非常に小さな変動しか検出されていないの
で，このという大きな変動が，の長さの領
域で発生したと仮定すれば，元町周辺の地表での値電
界強度として，
≒ （）
とすることが出来よう．これより海底アンテナの陸上部
分に対する供給電圧の大きさは，・≒であっ
て，海底アンテナで計測された大きさ約の
にすぎない．すなわちにみる変動は，海底部分で大
部分が検出されたとして良い．
　しかし，信号の伝達をとした点が，観測事実と
整合しない点がある．一つは伊東市周辺が電気的なノイ
ズが多く，アンテナが伊東市内に延びているにもかかわ
らず，それが殆ど海底アンテナにのらないことである．
これは，市街化ノイズが海底にどの程度伝達するかを知
ればある程度検証ができる．平塚沖における試験的な海
底電位観測でも，東海道線の通過時間と相関のある変動
は，見出されなかった．その理由は，市街化ノイズは
帯では，海洋乱流の成分に比べはるかに小さいため
であると思われる．
　今一つの不思議な点は，伊豆大島のでの帯
の異常な信号が，海底アンテナに検知されないことであ
る．両測定点の距離がにすぎないので，これが正
しいとすればσ≒・としなければならない．すな
わち発生源の近くは電気伝導度の高い層があることにな
る．又，その場合には，δ＝となり，海底アンテ
 年三宅島の火山活動を引き起こしたマグマ活動の模式図．深部マグマの活動があ
り，伊豆大島，伊豆半島東方沖下までその影響があったと推測している．
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ナで検出された変動のソースは，元町の近くの西側海底
ということになる．
　一方で，伊豆大島におけるより周波の低い変動成分
も，程度の範囲でしか検知されていないケースが報
告されている．しかもそれ等は多点で同位相であること
から，その領域では同時に変動したものであったと考え
られる．このという検知範囲は，単純な構造を仮定
した電磁界の伝播では説明ができないのかもしれない．
　むしろ地下水の運動を介した信号伝播ではなかろう
か．そうなれば，海底アンテナで検出されたものの発生
源が，単成火山群の上からということが考えられる．た
だ，地下水変動にしては，での陸上ダイポールに
よる変動との波形の相関度が大き過ぎるきらいがある．
そうなると，海底であるが，元町近辺の海底がソースで
あった可能性がさらに大きくなる．
　三宅島火山噴火などを引き起こしたマグマの活動の影
響が，伊豆大島，伊豆単成火山群にまで及んでいたと考
えられる．三宅島年火山活動に伴うマグマ活動の
概念図をに示す．富士山の低周波地震の増大は，
このマグマ活動の北方への延長とも考えられよう．

　電話回線用の海底ケーブルを用いた電界変動計測に
よって，地殻活動に伴う海底電界変動を検出した可能性
が高いと考えられる．この変動は，マグマ活動に触発さ
れた地下熱水循環の激しい変動によるものと推測され
る．特にパルス状の変動は，火山活動の激しい時にしか
発生せず，マグマの接近に伴う火山体の水循環変動に起
因する可能性が高い．三宅島での観測の例から（藤縄ほ
か，；，）地下流体運動検出の
この方法は，海底火山，海底地震の活動のモニターに係
わる可能性を秘めていることを示している．本方法の特
徴は，一つのセンサーで広域の活動をカバーできること
であり，自然電位の変動成分が地表でも計測できること
があることから，陸上における安価な計測方法ともなる
であろう．

　海底ケーブルの付設を許可し，観測にあたって多大な
御協力をいただいたに深く感謝申し上げます．又，
観測にあたり，テックス㈱の協力をいただきましたこと
を感謝いたします．
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（原稿受理：年月日）
防災科学技術研究所研究報告　第号　年月
伊豆大島－伊東間海底ケーブルによる電界変動観測―藤縄ほか
―５５―

　年月から，伊豆大島の元町と静岡県伊東市間のの電話回線用海底ケーブルを用いた電界変動観測
を行っている．ここでは，年～月に三宅島で火山噴火活動に関連して観測された異常変動を中心として，
観測データの解析を行った．その結果，電話回線用の海底ケーブルを用いた電界変動計測によって，地殻活動に
伴う海底電界変動を検出した可能性が高いと言え，この変動は，マグマ活動に触発された地下熱水循環の激しい
変動によるものと推測される．地下流体運動検出のこの方法は，海底火山，海底地震の活動のモニターに有効で
あることを示唆している．
電磁場，海底，マグマ，地下水，予知
